
12
日(

日)

は
朝
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
内
外
で
各
種
販
売
や
ふ
る
ま

い
、
コ
ー
ラ
ス
の
発
表
な
ど
で
賑
わ
い
ま 

し
た
。 
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だより 

11
月
２
週
目
は
急
に
寒
く
な
り
、
何

と
か
雨
の
あ
が
っ
た
11
日(

土)

は
、
朝

か
ら
ま
ち
協
、
区
長
会
、
各
種
団
体
な

ど
多
く
の
人
々
の
共
同
で
準
備
が
進

み
、
午
後
か
ら
小
学
校
体
育
館
で
園
児

～
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
作
品
展
示
が
あ
り 

【
12
月
の
行
事
予
定 

】 

１ 

日
（
金
） 

定
例
区
長
会 

２
・３ 

日
（
土
日
） 

ス
ポ
協 

市
地
区
対
抗

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

３ 

日
（
日
） 

婦
人
会 

ス
ワ
ッ
グ
作
り 

９ 

日
（
土
） 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
掃
除 

10
日
（
日
） 

ま
ち
協
お
料
理
教
室 

12
日
（
火
） 

放
課
後
子
ど
も
教
室(

カ
ル
タ
他) 

    

〃      

婦
人
会 

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
教
室 

13
日
（
水
） 

定
例
民
生
委
員
協
議
会 

15
日
（
金
） 

市
老
連 

カ
ラ
オ
ケ
大
会 

17
日
（
日
） 

公
共
交
通
意
見
交
換
会 

23
日
（
土
） 

子
ど
も
会
合
同
カ
ル
タ
練
習
会 

 

日時 １２月９日(土) 
９：00～ 

 選手の皆
さん頑張っ
てください
ね！ 地区の
皆さん、応
援もお願い
します！  

【
12
月
の
休
館
日

】 

４
日
（
月
） 

11
日
（
月
） 

17
日
（
日
）
家
庭
の
日 

18
日
（
月
） 

25
日
（
月
） 

28
日(

木) 
  

～ 

１
月
４
日(

木) 

は
、
年
末
年
始
の

休
館
日
で
す
。 

地元で獲
れたお魚を
使って料理
します。 
子ども参加

OKです！ 

内
外
海
代
表
も

出
場
し
ま
す
。
応

援
お
願
い
し
ま
す
。 

ク
リ
ス
マ
ス
用
の 

壁
飾
り
で
す
。 

各種団体の皆様には、お

世話になります。大勢の方々

に参加していただいて、手早

く終わらせたいと思います。 

よろしくお願い 

いたします。 

新鮮な野菜に焼芋 

浜
中
洗
心
館
改
修
協
力

金
呼
び
か
け
に
は
校
長

先
生
が
来
ら
れ
ま
し
た
。 

田烏は焼きサバ寿司ほか 

迫力の 祭わ衆 浜中吹奏楽 

ローストビーフの 
キッチンカーも完売 

日赤募金活動 

スポーツ協会  
鮮度バツグン‼ 

お待ちかねの餅まき
は、皆様たっぷり拾えた
ようでした。 
来年また一段と元気に

賑やかに開催しましょう。 

美しいコーラスのファンタジア 

パーフェクト賞は現金１万円だったそうです 
超お買い得で人気の婦人会バザー 
外のお店も大盛況でした。 

地区老連担当 ワナゲ 

カッコイイよ！ 
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【HP アドレス】 http://www1.city.obama.fukui.jp/obm/kouminkan/utitomi_k/ 
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令和５年１１月 日 

これがいい～♥ 

食改は美味しい豆腐白玉 

おいしい 
美味しい 
タコ飯も 
完売！ 

１１月３日(祝)小浜市総合文化祭の開幕
式で、内外海地区から３名の方が松崎市長
より表彰されました。 おめでとうございます。 

福

寿

会 

さん  
 

平成１９年から１６年 

以上の長きにわたり一 

人暮らし老人相談員を 

務められ、高齢者の孤独感の

緩和や社会活動への参画を

促すなど、高齢者の福祉増進

と地域の福祉向上に尽力され

ています。

さん 
 

小浜市遺族会で長年 

にわたり英霊顕彰や忠 

霊碑清掃、戦没者慰霊 

祭などの活動を続けられ、その

間遺族会会長や内外海地区

支部長などの要職を歴任し、

小浜市遺族会次世代の会の

結成に尽力されました。 

さん 
 

長年にわたり漁業に従事 

し、内外海漁家組合会長や 

小浜市漁業協同組合理事・ 

監事などの要職を歴任され、持続

的な漁業発展のため漁業後継者

の育成、漁港施設整備、様々な種

苗の放流による水産資源の安定

供給などに貢献されています。

10
月
27
日
老
人
ク
ラ
ブ
福
寿
会
で 

は
、
い
つ
の
時
代
も
子
ど
も
達
の
大
好
き

な
ど
ん
ぐ
り
を
未
来
の
子
ど
も
達
に
も

喜
ん
で
拾
っ 

て
も
ら
え
る

よ
う
に
小
学

校
の
近
く
に

苗
木
を
植
え

ま
し
た
。
作

業
に
は
小
学

校
よ
り
教
頭

先
生
が
参
加

し
て
下
さ
い

ま
し
た
。 

最
近
国
道
の
端
に
青
い
矢
羽
根
マ
ー 

ク
が
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、何
の
マ
ー
ク 

か
な 
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

こ
れ
は
「
矢
羽
根
型
路
面
標
示
」
で

す
。
自
転
車
の
通
行
位
置
と
方
向
を
明

示
し
て
自
転
車
の
安
全
な
通
行
と
自

動
車
ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
自
転
車
へ
の
注

意
喚
起
を
促
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

高
浜
か
ら
敦
賀
に
か
け
て
の
海
沿
い

に
若
狭
湾
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
が
設

定
さ
れ
て
、こ
の
マ
ー
ク
が
数
多
く
道
路

に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

に
表
示
さ
れ
て
い

ま
す
。 

雲浜カルタク
ラブとの合同
練習会です。 
お楽しみ会も
ありますよ！ 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

第
３
回
蘇
洞
門 

 

ト
レ
ッ
キ
ン
グ

10
月
24
日(

火)

内
外
海
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

は
、
恒
例
の
放
課
後
子
ど
も
教
室
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
カ
ル
タ
練
習
と
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
（
ワ
ナ
ゲ
、バ

ブ
ル
ボ
ー
ル
、ゴ
リ
ラ
ゲ
ー
ム
）
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

11
月
７
日(

火)

は
、カ
ル
タ
練
習
と
、嶺
南
振
興
局

木
材
活
用
課
の
協
力
で
カ
ッ
ト
さ
れ
た
木
材
に
自
由

に
絵
付
け
を
し
て
マ
グ
ネ
ッ
ト
や
ク
リ
ッ
プ
を
作
り
ま

し
た
。 

次
は

11

月

21

日

(

火)
12
月
12
日(

火)

23

日(

土)
と
あ
り
ま
す
。 

児
童
の
み
な
さ
ん
参
加

し
て
く
だ
さ
い
ね
。 

待
っ
て
い
ま
す
。 

地
区
民
他
18
人
が
参
加
し
て
久
須
夜
岳
頂
か
ら
蘇

洞
門
を
往
復
す
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。 

最
高
の
お
天
気
に
恵
ま
れ
、
絶
景
の
海
と
山
を

見
、す
が
す
が
し
い
風
に
ふ
か
れ
、
す
っ
か
り
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
た
一
日
で
し
た
。 

墨遊会 

園児 
手芸教室 牛

乳
パ
ッ
ク
工
作 

ピ
ー
ピ
ー
笛 内外海地区民出展作品 

木材工作で絵付
け カルタ練習会 

－2－ 

11
月
10
日(

金)

市
民
体
育
館
に

て
、
市
老
連
親
善
ス
テ
ィ
ッ
ク
リ
ン
グ

大
会
が
あ
り
、
内
外
海
地
区
老
連
の
甲

ヶ
崎
と
田
烏
よ
り
各
２
チ
ー
ム
15
人
が

出
場
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
も
優
勝
を
目
指
し
ま
し
た
が
、

他
地
区
も
良
く
練
習
さ
れ
て
い
て
４
チ

ー
ム
共
に
、
惜
し
く
も
予
選
突
破
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

ま
た
次
の
大
会
に
向
け
て 

楽
し
く 

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。 

内
外
海
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
元
田
烏

小
体
育
館
で
は
週
１
回
練
習
を
し
て
い
ま

す
。天
候
に
関
係
な
く
で
き
ま
す
の
で
興
味

が
あ
る
方
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
下
さ
い
ね
。 

やっと海が見えた！ 

急な坂にはロープがあります 真新しいしめ縄の大神岩 

道の狭い斜面もあります 

蘇洞門をバックに記念撮影 

気持ちよく尾根道 
をスタート 

－3－ 

11

月
５
日

(

日)

内
外
海

ま
ち
づ
く
り

協
議
会
で
は
、 

セ
ン
タ
ー
発9

：00
 

バ
ス
山
頂🅿

9

：30

～9

：35
  

泊
乗
越

1
0

：10
 

大
門
・
小
門
（
昼
）11

：05

～1
2

：

3
5

 

泊
乗
越

1
4

：15

～1
4

：30
 
🅿

登
山
口
（
看
板
）

1
5

：00

着 

バ
ス
発 

1
5

：30
 

 

昨
年
は
県
民
登
山
と
重
な
り
参
加
で
き
ず
、今
年 

は
早
く
か
ら
館
長
か
ら
案
内
が
あ
っ
た
。 

地
元
の
こ
と 

な
の
で
協
力
し
た
い
と
思
っ
て
参
加
し
た
。 

特
製
タ
オ
ル
と
飲
み
物
、行
動
食
等
い
た
だ
い
て
バ
ス
乗
車
。 

体
操
、リ
ー
ダ
ー
の
説
明
、注
意
等
無
し
で
何
と
な
く
館

長
と
最
年
長
の
私
が
先
頭
を
歩
く
。 

登
山
口
で
10
人
余

り
の
高
齢
パ
ー
テ
ィ
ー
が
先
行
す
る
。 

敦
賀
か
ら
の
参
加
者

と
聞
く
。 

少
し
間
を
あ
け
て
泊
乗
越
へ
向
う
。 

後
の
は
な
れ
具
合
を
調
整
し
な
が
ら
第
一
の
ロ
ー
プ
へ
。

初
め
て
の
方
に
手
袋
を
渡
し
て
「
ゆ
っ
く
り
下
っ
て
‼
」
と

言
っ
て
下
部
で
そ
ろ
う
ま
で
待
つ
。 

海
の
見
え
る
所
ま
で
下
る
と
歓
声
が
上
が
る
。
波
が
か

な
り
高
い
。 

250
段
余
り
の
階
段
を
降
り
る
。 

こ
こ
は
山
の

会
が
毎
年
手
入
れ
を
す
る
が
土
砂
が
す
ぐ
く
ず
れ
る
。  

降
り
き
っ
て
昼
食
。 

集
合
写
真
を
と
っ
て
帰
る
こ
と
に
す
る
。 

「
船
か
ら
み
る
大
門
、
小
門
で
な
く
、
本
物
を
近
く
で
見

た
か
っ
た
」 

と
い
う
女
性
の
言
葉
が
耳
に
残
る
。 

 

私
は
半
世
紀
余
昔
、
「
泊
か
ら
蘇
洞
門
陸
路
開
拓
」
に

向
け
て
何
度
も
尾
根
か
ら
下
っ
た
が
、
ピ
タ
ッ
と
出
ら
れ

ず
。 

故
松
吉
さ
ん
が
用
意
し
て
く
れ
た
漁
船
で
蘇
洞
門
に

着
け
て
も
ら
い
杉
谷
会
員
と
三
人
で
ナ
タ
を
振
っ
た
こ
と

が
昨
日
の
よ
う
に
よ
み
が
え
る
。 

堅
海
の
峠
を
越
え
、西
津

ま
で
歩
い
た
ら
夜
の
９
時
を
過
ぎ
て
い
た
。 

そ
ん
な
久
須

夜
ヶ
岳
に
エ
ン
ゼ
ル
ラ
イ
ン
が
開
通
し
、
今
の
歩
道
が
完
成

し
会
の
活
動
目
標
が
失
わ
れ
百
里
ヶ
岳
周
辺
へ
移
行
し
た
。 

私
に
と
っ
て
こ
の
山
は
地
元
活
動
の
第
一
歩
の
貴
重
な 

山
な
の
で
あ
る
。 

小
浜
山
の
会 

会
員 

藤
田
三
郎 

記  

今回の山行の報告・ 
感想を頂きました 

 

宿題会 

10
月
17
日
堅
海
区
の
長
慶
院 

聖
観
世
音
菩

薩
17
年
開
帳
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。大
般
若
経

の
読
経
で
は
、開
か
れ
る
経
典
が
扇
子
を
開
い
た
よ

う
に
次
々
と
中
に
舞
い
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。 

観
音
様
は
、
国
重
要
文
化
財
で
檜
一
木
造
り
、
漆

箔
、彫
眼
、頭
、体
部
、両
腕
の
肘
ま
で
を
一
本
か
ら
彫

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
制
作
は
藤
原
期
で
も
古
く
十
世

紀
前
半
の
も
の
と
言
わ
れ
、若
狭
に
あ
る
三
十
余
の
重

要
文
化
財
指
定
彫
刻
の
う
ち
で
も
古
い
も
の
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
観
音
様
は
、現
在
長
慶
院
の
所
管
で

す
が
、そ
の
前
は
「
東
照
山
日
光
寺
」
（
堅
海
区
）
と
い

う
大
寺
院
に
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、今
も
観
音
堂
に
そ

の
名
号
を
し
る
し
た
小
扁
額
が
あ
り
、つ
ぎ
の
よ
う
な

縁
起
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

「
抑
東
昭
山
日
光
寺
ノ
由
来
ヲ
尋
ヌ
ル
ニ
、
賢
ク
モ

人
皇
四
十
五
代
聖
武
天
皇
ノ
御
字
天
平
三
年
未
ノ
年

ノ
草
々
也
、本
尊
聖
観
世
音
菩
薩
ハ
行
基
菩
薩
ノ
制
作

ニ
シ
テ
、
当
国
八
百
姫
明
神
ノ
念
時
仏
也
・
・
・
・
・
・
・
」

と
あ
り
ま
す
。 


